
FANG+インデックス
〜ファングプラスインデックス〜

お伝えしたいポイント

 偽造アカウントの停⽌等によるユーザー数の減少を嫌気し株価急落

銘柄情報 vol.2
ツイッター：直近決算内容に関して

偽造アカウントの停⽌等によるユーザー数の減少を嫌気し株価急落
 2018年4-6⽉期業績は⿊字基調の定着をうかがわせる
ビジネス・プラットフォームの健全性改善は中⻑期的にプラス

2018年4-6月期決算発表を受けて、7月27日（現地時間）のツイッターの株価は前日比で20.5%下落の
34.12ドルと急落しました。FANG+指数もこの影響が大きく前日比3.5％の下落となりました。

株価急落の最大の要因は、前四半期対比で増加すると予想されていた月次アクティブユーザー数※1が、100万
ユーザーの減少となったことです。背景としては、同社による偽造アカウントの取り締まりが挙げられます。同社はビジネ
ス・プラットフォームの健全化を目指して偽造アカウントの削減を進めています。EU（欧州連合）が5月に施⾏した
GDPR（一般データ保護規則）※2による影響も一部あった模様です。さらに、7-9月期の⾒通しの中で月次アク
ティブユーザー数が2四半期連続で減少すると示唆されたことも失望感を誘いました。

2018年8月1日

※当ページに関する記載は、ブルームバーグ・各種資料より当社作成。
※後述の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。
※個別企業の推奨を目的とするものではありません。

Fund Letter

単位：百万人
（図表1）地域別の月次アクティブユーザー数推移
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Fund Letter

 2018年4-6⽉期業績は⿊字基調の定着をうかがわせる
2018年4-6月期の売上は前年同期比24%増収と市場予想を上回り、2017年7-9月期までの踊り場から抜け

出し再加速していることが確認されました。ターゲット広告の精度が上がったことなどが広告主側に評価され動画をはじ
めとした広告増につながったためと思われます。
利益⾯においても1株利益が0.13ドルと、市場予想を上回り3四半期連続の⿊字を実現するなど⿊字基調が定着

しつつあります。

単位：億ドル

 ビジネス・プラットフォームの健全性改善は中⻑期的にプラス

7月13日付けのファンドレターでも述べましたが、偽情報がネット上で拡散するリスクが社会的な問題としてクローズ
アップされる中で、同社が偽造アカウントの停⽌を積極的に⾏なっていることは、中⻑期的な観点からプラス⾯が大きい
と判断しています。
同社が収益⾯で重要視している日次アクティブユーザー数※3に関しては、対前年同期比で増加しており、短期的

に月次アクティブユーザー数が減少しても、中⻑期的にはビジネス・プラットフォームの健全性、安心感がユーザー数の
増加にプラス作用する可能性は高いと考えています。同社の成⻑シナリオに大きな変更はないとみています。

（図表2）売上高推移

※当ページに関する記載は、ブルームバーグ・各種資料より当社作成。
※後述の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。
※個別企業の推奨を目的とするものではありません。

※1 30日間で1回以上ツイッターを利用した人の数
※2 General Data Protection Regulationの略で、EUにおける新しい個人情報保護の規則のこと
※3 毎日ツイッターを利用している人の数
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Fund Letter

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの目的・特色

iFreeNEXT FANG+インデックス

 
ファンドの目的 
 

米国上場企業の株式に投資し、NYSE FANG+指数（円ベース）の動きに連動した投資成果をめざします。 
（注）「株式」…DR（預託証券）を含みます。 

 
●NYSE FANG+について 

NYSE FANG +指数は、次世代テクノロジーをベースに、グローバルな現代社会において人々の生活に大きな影響
力を持ち、高い知名度を有する米国上場企業を対象に構成された株価指数です。 

NYSE FANG+指数は、これらの企業に等金額投資したポートフォリオで構成されています。 
なお、「FANG」とは、主要銘柄であるフェイスブック（Facebook）、アマゾン・ドット・コム（Amazon.com）、

ネットフリックス（Netflix）、グーグル（Google）の頭文字をつないだものです。 
※当指数は、四半期（3・6・9・12 月）ごとに等金額となるようリバランスを行ないます。 

 
ファンドの特色 
 

1． 原則として、NYSE FANG+指数を構成する全銘柄に投資します。 
2． 為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。 
3． 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 

・マザーファンドは、「FANG+インデックス・マザーファンド」です。 
 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 

 
 

※後述の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。
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Fund Letter

 
● 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証さ

れているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属し
ます。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「株価の変動（価格変動リスク、信用リスク）」、「集中投資のリスク」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「そ
の他（解約申込みに伴うリスク等）」 
※ 基準価額の動きが指数と完全に一致するものではありません。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 

 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことが
できません。 

※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場投資信
託証券は市場価格により取引されており、費用を表示することができません。 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 
 

投資者が直接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

※徴収している販売会社は 
 ありません。 

— 

信託財産留保額 ありません。 — 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 0.7614％ 
（税抜 0.705％） 

運用管理費用の総額は、毎日、信託財産の純資産総額に対し
て左記の率を乗じて得た額とします。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・オ
プション取引等に要する費用、資産を外国で保管する場合の
費用等を信託財産でご負担いただきます。 

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

iFreeNEXT FANG+インデックス

投資リスク

ファンドの費用

当資料のお取り扱いにおけるご注意
■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものです。■当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社より
お渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。■投資信託は、値動きのある有価証券等に投資しますので、基
準価額は大きく変動します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。■投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。証
券会社以外でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。■当資料は、信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確
性・完全性を保証するものではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。また、税金、手数料等を
考慮していませんので、投資者のみなさまの実質的な投資成果を示すものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等は資料作成時
点のものであり、今後予告なく変更されることがあります。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のために掲載したものであり、各
企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。■分配金は、収益分配方針に基づいて委
託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。
販売会社等についてのお問い合わせ⇒ 大和投資信託 フリーダイヤル0120-106212 （営業日の9:00～17:00 ） HP http://www.daiwa-am.co.jp/
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2018年7月31日　現在

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

ソニー銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長(登金)第578号 ○ ○ ○ 

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○ 

岡三オンライン証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第52号 ○ ○ ○  

ちばぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第114号 ○  

西日本シティTT証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 ○  

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○  

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○ 

iFreeNEXT FANG+インデックス　取扱い販売会社

販売会社名　（業態別、５０音順）

（金融商品取引業者名）
登録番号

加入協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

 
上記の販売会社については今後変更となる場合があります。また、新規のご購入の取り扱いを行っていない場合がありますので、各販
売会社にご確認ください。
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